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「
梁
代
か
ら
階
代
の
二
諦
説
」

博
士
後
期
課
程
第
三
学
年
藤
尾
和
世
氏

「
道
相
智
（
日
倒
侭
倒
訂
且
３
国
）
に
つ
い

て
ｌ
『
二
万
五
千
頌
般
若
経
」
を
中
心
に

し
て
」
助
教
授
兵
藤
一
夫
氏

◇
史
跡
踏
査

十
一
月
二
十
八
日
（
金
）
午
前
九
時
三
十

分
Ｉ
午
後
五
時

学
生
と
教
員
を
合
わ
せ
て
三
十
名
程
が
参

加
。
バ
ス
で
苗
蕊
Ⅲ
万
福
寺
、
宇
治
の
平

等
院
、
大
津
の
荊
山
寺
を
訪
れ
た
。
万
福

寺
で
は
塔
頭
宝
蔵
院
に
保
存
さ
れ
る
黄
檗

版
大
蔵
経
の
版
木
を
見
学
し
た
。

◇
公
開
講
演
会

十
二
月
九
日
（
火
）
午
後
四
時
十
分

於
多
目
的
ホ
ー
ル

「
法
然
と
明
恵
ｌ
比
較
思
想
史
論
の
立
場

か
ら
」
駒
沢
大
学
教
授
吉
津
宜
英
氏

講
演
会
終
了
後
、
畑
か
く
に
お
い
て
講
師

を
囲
ん
で
懇
親
会
を
も
っ
た
。

◇
卒
業
論
文
梗
概
発
表
会

一
月
十
四
日
（
水
）
午
後
四
時
十
分

於
三
一
二
二
教
室

発
表
会
終
了
後
、
学
内
食
堂
で
送
別
懇
談

会
を
も
っ
た
。

◇
福
島
光
哉
先
生
退
職
記
念
講
演
会

二
月
九
日
（
月
）
午
後
四
時
三
十
分

於
一
二
○
教
室

講
演
会
終
了
後
、
鞍
馬
口
瓢
亭
に
お
い
て

先
生
を
囲
ん
で
懇
親
会
を
も
っ
た
。

◇
新
入
会
員
歓
迎
会

五
月
二
十
五
日
（
月
）

第
一
部
記
念
講
演
会
（
午
後
二
時
三
十

分
よ
り
一
二
一
三
教
室
に
て
）

「
仏
教
学
の
重
み
」

仏
教
学
会
会
長
片
野
道
雄
教
授

第
二
部
懇
親
会
（
午
後
五
時
四
十
分
よ

り
学
内
食
堂
に
て
）

多
数
の
教
員
・
学
生
が
参
加
し
て
和
や
か

な
雰
囲
気
の
な
か
で
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

編
集
後
記

「
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
第
六
十
七
号
を

お
届
け
し
ま
す
。
発
行
が
予
定
を
大
幅
に

遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
会
員
の
皆
様
に
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
号
に
は
、
論
文
三
篇
、
書
評
、
研
究

ノ
ー
ト
、
海
外
ニ
ュ
ー
ス
、
講
演
筆
録
の

合
計
七
篇
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
誰
減
筆
録
と
し
て
は
、
十
二
月
九
日
に

本
学
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
た
仏
教

学
会
主
催
の
公
開
講
演
会
に
お
け
る
、
駒

沢
大
学
教
授
吉
津
宜
英
先
生
の
ご
発
表
を

収
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
に

は
ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
早
速
に
校

正
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
海
外
ニ
ュ
ー
ス
に
は
、

ロ
バ
ー
ト
・
司
・
ロ
ー
ズ
氏
が
、
五
月
一

日
か
ら
三
日
間
ラ
イ
デ
ン
で
開
催
さ
れ
た

第
四
回
脚
際
法
華
経
学
会
に
参
加
発
表
さ

れ
た
の
で
、
そ
の
折
の
様
子
を
報
告
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
一
日
目
は
フ
ェ
ッ

タ
ー
・
ラ
イ
デ
ン
大
教
授
の
基
調
講
演
が

112



行
な
わ
れ
、
続
く
二
日
間
で
、
四
つ
の
セ

ッ
シ
ョ
ン
に
分
か
れ
て
、
延
べ
十
一
の
研

究
発
表
が
行
な
わ
れ
、
盛
会
で
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。
そ
の
発
表
の
要
旨
が
紹
介

さ
れ
興
味
深
い
読
み
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｏ
生
記
）

甜可へ

園LL｡
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